
昨
秋
は
、
本
学
に
お
い
て
、
「
日
本
仏
教
学
会
」
の
学
術
大
会
が

開
か
れ
、
又
引
き
続
い
て
「
日
蓮
宗
教
学
研
究
大
会
」
も
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
号
で
は
そ
の
折
り
の
、
教
学
大
会
の
紀
要
を
収
め
ま
し

た
。
特
別
発
表
の
「
教
団
論
」
に
つ
い
て
は
、
大
い
に
注
目
す
べ
き

も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

三
氏
の
所
論
を
参
考
と
し
、
更
に
わ
が
教
団
の
在
り
方
に
つ
い
て

考
え
て
み
る
こ
と
も
大
切
だ
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

二
つ
の
学
術
大
会
の
開
催
当
番
校
と
し
て
、
無
事
硴
会
の
う
ち
に

そ
れ
ぞ
れ
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
誌
も
こ
の
程
、
「
学
術
刊
行
物
」
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
会

員
も
号
を
追
う
ご
と
に
増
加
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

氷
祖
降
誕
七
五
○
年
を
期
し
て
、
本
誌
が
ま
す
ま
す
発
展
い
た
し

ま
す
よ
う
会
員
各
位
の
ご
支
援
を
切
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
上
田
・
記
）

ｌ
後
記
Ｉ

棲
神
第
四
十
三
号

昭
和
四
十
六
年
二
月
十
日
印
刷

昭
和
四
十
六
年
二
月
十
六
日
発
行

編
集
者
里
見
泰

発
行
者
室
住
一

印
刷
者
宮
田
如

甲
府
市
中
央
一
丁
目
十
二
’
三
十
一

印
刷
所
大
宣
堂
印

発
行
所
身
延
山
短
期
大
学
学
会

山
梨
県
身
延
山
東
谷

（
〒
Ｎ
Ｏ
、
四
○
九
’
二
五
）

振
替
（
甲
府
）
一
二
七
五
番

電
話
身
延
ｅ
臺
実
）
二
’
○
一
○
七 刷 龍妙穏


